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ちで最も新 しいものと言ってよいだろう｡ ｢新 しい｣
















































いるのか,サ ツパ リわか らないと言う様なことにな
るだろう｡従来の比較研究がどうしても似た単語のつ
き合わせに終 り勝ちであったのに対 し,本書は比較
と言うのは個々の要素の比較ではなく, HsystemHと
HsystemHとの比較だとする｡上にのべた様なdataに
より推定可能ないくつかの共通タイ語のHphonological
systemsHを設定し,それらのうちから最も適当と思
われるものを選んで,その 日systemHから現在の各方
言の "systemsHに至る過程を説明しようとするもの
である｡この方法は,従来のそれとは正反対の行き方
だと言える｡
本書で取 りあげられている最大の言語単位は音節で
あるが,音節は音素から成 り,音素は Hcomponents"
から成 り,HcomponentsHは =factor日,"valueH,Htime
position"より成るとする｡ この "components"にお
ける変化により全 日systemHが変化すると言う考えで
ある｡厳密に言えば,本書で比較されているのは,早
語ではなくて,一つのHsystem'全体と他の"System"
全体とが比較されていると言うべきであろう｡単語は
それらの HsystemsHを得るための材料,あるいは説
明の際の例に過ぎないのである｡最後に,ここに提出
第3巻 第5弓･
せられた結論が必ずしも正しいとは断言できないだろ
うが,またここに扱われていない言語を比較に加えた
場合にどうなるかわからないが,いずれにしても, 1
つの理論的な方法論をもってタイ諸語を比較したもの
として,近年における最も重要な文献とみてよいので
はないだろうか｡東南アジアの言語の比較研究も,古
い多少とも当て推量的なものから,一定の方法論を持
つものに変って来たと言える｡ (桂 満希郎)
Ahmadlbrahim :IsILimicLauJinMalaya.
Malaysian SociologlCalResearch Institute,
Singapore,1965.444p.
インドネシアにおけるイスラム教の実態に関する研
究が古 くから行なわれているのに比べて,マラヤにお
けるイスラム教に関する書物は,ほ とん ど存在しな
い｡その点,1965年 9月に発行された本書は,マラヤ
研究者にとって歓迎される書物の一つである｡
著者の Ahmadlbrahimは,シンガポール生れのマ
レー人で,英国ケソブリッジ大学で法律を学び,1965
年にはシソガポ-ルの司法局長官の要職にあったと聞
く｡しかし,本書の内容構成は必ずしも,同氏によっ
てなされたものではないらしい｡発行所の Malaysian
SociologicalResearchlnstituteの編集長 ｢S.Cordon
女史編｣と付け加えられているからである｡
本書の内容は,4つの章から構成されている｡第 1
章は, ｢イスラム法の宗教的基盤｣と ｢イスラム法の
史的発展｣と題する2つの論文から構成されている｡
前者においてほ,イスラム法の全体系 (shari`ah)は,
生活と徳性の美徳 (busn)を人は追及すべきであると
いう Allah の意志にその基盤を置いた宗教的性格を
持つものであることが強調され,後者においては,こ
の ｢法｣の史的発展が 7つの時期に分けて概説されて
いる｡この場合,特に興味のある点は,アラビアにお
ける近代のイスラム法の史的展開が東南アジアにおけ
るイスラム法の性格の変化と関連づけを説明されてい
ることであるOこのほか,第 1章では,スンニー派の
4大学派の法学者の名と著作の簡単な解説が付け加え
られている｡
第 2章以下はマラヤにおけるイスラム法の具体的記
述である｡第 1章は主に家族法を中心として,イスラ
ム行政のマラヤにおける行政組織,婚姻,離婚に関す
る事項が取 り挙げられている｡第3章では,財産法を
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